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要　旨
　現在、日本の多くの保育園、幼稚園、小学校及び図書館などでは、「読み聞かせ」が盛
んに実施されている。それは2000年の「子ども読書年」から急激に増えてきたと考えられる。
その背景には、「子ども読書活動の推進に関する法律」や「文字・活字文化振興法」など
の影響もある。
　その「読み聞かせ」がどのように行われているかというと、絵本を主体としたものが
ほとんどであり、それが「読み聞かせ」であるとさえ思われるようになっている。
　学校の読書ボランティアの「読み聞かせ」でも、ほとんどが絵本を中心とした「読み聞
かせ」活動が主であり、中にはストーリーテリングなどの活動も含まれてはいるが、そ
れはごく稀である。
　日本の子どもたちの読書について考えるとき、本を読む子と読まない子の二極化である
と言われている。このことは読書の楽しさを実感した子どもとそうでない子どもの違いと
捉えてもよいだろう。つまり、本が好きでない子どもは読書の楽しさを実感できる本に出
合っていないことにあると考えられる。ここに読書指導の大きな難しさがある。だから
こそ、本が楽しい、面白いという本に出合わせるにはどうするか、ということが大切になっ
てくる。このような視点に立って、「読み聞かせ」という活動を見直す必要があると考える。
　「読み聞かせ」はだれでも手軽にできる読書指導ということで普及してきてはいるが、
絵本から読み物へ移行できている子どもは意外と少ないのが実態である。つまり、絵本
の読み聞かせから読み物などの活字を中心とした読書への移行がうまくいっていないこ
ことが挙げられる。特にほとんどの学校現場では、絵本を主体とした「読み聞かせ」活
動が小学校高学年まで行われていることが多い。
　「子ども読書年」から、ほぼ20年弱の年月が経ち、このような問題点についても分析し
ていくべきであると考える。特に、このような問題を考えるときには、図書館や学校（学
校図書館）の要素である「人」「資料」「施設」「運営」などの点が重要と思われるが、本
稿では、その中の「人」「資料」の点に重点を置いて述べたい。ただし、今回は実証的な
研究はあまりできていないので、絵を主体とした絵本から、絵のない本の読み物への移
行をスムーズに行っていくという提言にとどめたい。
キーワード：「読み聞かせ」、「耳からの読書」、絵のない本の読み聞かせ（フィクショ
ン、昔話・民話、ノンフィクションなど）、学校司書、司書教諭
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はじめに
　現在、一般的な読書指導として定着している「読み聞かせ」活動についての
課題を提示し、新たな視点からの「読み聞かせ」活動を提案するのが本稿のね
らいである。「読み聞かせ」は活字が読めない幼児期から実施されているが、
それは「耳からの読書」という点では大変重要な意味を持っている。つまり、
活字が読める段階にあっても、誰かに読んでもらって物語の世界を理解してい
くことで、より物語の世界に入っていきやすいと言われている。いわゆる活字
を読みながら本を理解していく識字文化というものがあるが、それに対して、
活字を声に出して語っていく口承文化というものがある。現在の教育において
は識字文化が主流であるが、大月るり子氏は小学校４年生くらいまでは口承文
化を大切にする必要があると述べている。また、『本が死ぬところ暴力が生ま
れる』では、大学生までも口承文化を大切にすべきであるとも述べている。こ
のように活字を音にして語っていく口承文化の復活（口承文化の復権）として、
「読み聞かせ」活動はとても重要な位置を占めていると考えられる。
　日本で実施されている「読み聞かせ」活動の実態を見ていくと、ほとんどが
絵本を主とした「読み聞かせ」活動が主であるといってもよい。全国的に絵本
を主体とした「読み聞かせ」活動はこれまでずっと実施されて来たが、その「読
み聞かせ」活動が「一人読み」につながっていっているかどうかということが
大きな課題として挙げられる。そのことをもっとも顕著に表す結果が、中学校、
高等学校の生徒の読書調査（※不読者調査）に表れていると考えられる。2000
過去31回分の５月１か月間の平均雑誌読書冊数の推移
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年の「子ども読書年」から一時的に不読者は減ったものの、依然として高校生
の不読者数はかなり多いことが理解できる。
　「子ども読書年」から盛んに「読み聞かせ」活動が実施されてきたが、この
ような不読者が依然として多いのは、本当の意味で「読み聞かせ」から「一人
読み」への読書の移行がうまくいっていないということがいえる。そういう意
味で、今までの「読み聞かせ」活動を見直す必要があると考えている。
　そこでこれまで絵本を主としてきた「読み聞かせ」だけでなく、絵がない本
の「読み聞かせ」活動を取り入れる必要があると強く感じている。絵がないと
いうことは、物語の世界を理解するうえで、絵がない分、自分で想像を膨らま
せて物語の世界に入っていくことになる。聞き手にとっては、絵本のような絵
がないので、絵本の「読み聞かせ」以上に想像力が膨らませていくことが必要
になってくる。それだけに読者は想像力がより豊かになると考えられる。その
ようなことを踏まえて、絵のない本の「読み聞かせ」について、本稿では次の
ような流れですすめていくことにする。
①　まず、今までの「読み聞かせ」活動の実態と課題について述べる。
②　次には、「読み聞かせ」の意義について述べる。
③　絵のある本と絵のない本との「読み聞かせ」の違いについて
④　なぜ絵のない本の「読み聞かせ」が重要なのか
⑤　「読み聞かせ」にお薦めの絵のない読み物とは
⑥　読書指導を推進していく司書や司書教諭、学校司書の役割とは
１　「読み聞かせ」の意義と課題について
（１）「読み聞かせ」の由来と実態
　①　「読み聞かせ」の由来
　「読み聞かせ」の現状について述べたいが、その前に「読み聞かせ」と
は何か、どうして「読み聞かせ」と呼ばれるようになったかを述べる。
　現在、本の「読み聞かせ」はいろいろな名前で呼ばれている。「読み聞かせ」
を「開き読み」「読み語り」などの言葉を使っている場合も見られる。本
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来は、アメリカで実施されていたリード・アラウド（Read aloud）という
言葉を日本語に変換したものである（※『読み聞かせ　このすばらしい世
界』ジム・トレリース、高文研から）。「読み聞かせ」の適当な訳が見当た
らず、かなり日本語に変換するには大変だったようである。「読み聞かせ」
という言葉には、「聞かせる」のように、「～してあげる」という上から目
線であるということで、批判もあったことも事実である。
　それに対して、「開き読み」というのは、本を開いて読むのでそういう
言葉を使用している団体もある。しかし、本を開いて読むことは自分だけ
で読んでも本を開いて読むわけであるから、あまり適当な訳ではないとい
う指摘もある。
　「読み語り」という言葉は、文章を読みながら語っていくという活動で
あるから、この訳になっている。しかし、「読み」と「語り」は別々のも
のであるから、ふさわしくないという考え方もある。つまり、読みながら
語るということはできないという理由からである。
　実際は適当な訳がないから、現在のように「読み聞かせ」という言葉を
使うというのが実態のようである。「読み聞かせ」という用語が、今では
一般的に認知されているので、本稿でもこの「読み聞かせ」という用語を
使用することにする。
　②　「読み聞かせ」の実態
　現在、保育園・幼稚園・小学校などで実施されている「読み聞かせ」は、
ほとんどが絵本を主とした「読み聞かせ」活動であると言ってもよい。公
共図書館などでは「おはなし会」で「読み聞かせ」や「ストーリーテリン
グ」が行われている。この「ストーリーテリング」は物語をすべて覚えて
それを語っていく活動なので、語れるようになるまでかなりの時間を要す
るので、だれでもできるものではない。素晴らしい活動であるが、そこが
大きな課題となっている。しかし、「ストーリーテリング」はおはなしだ
けを語るということで、絵がない分、聞き手の集中力が大切になってくる
のである。それだけに物語やおはなしの理解度は深まってくるということ
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が言える。
　絵本のように絵があれば、その物語の中身を理解する大きな助けとなる
し、それだけではなく、素晴らしい画家は物語の情景を絵によって読み手
や聞き手に情感あふれる想像力をもたらしているのである。絵本では各
ページにもっともそのふさわしい絵で描かれているが、それは静止画で
あって次のページの静止画まで、子どもたちは自分の想像力で、その静止
画を動画のようにイメージしてつなげているのである。そのことだけでも
大きな想像力であると言える。しかし、本来、その絵本の絵は画家が自分
の想像で描いたものであるから、読み手や聞き手のイメージしたものを先
取りしていると言っても過言ではない。
　だから絵本の「読み聞かせ」の場合、絵がある分、どの子どもにも入り
やすいということが言える。絵本は手軽に手に入るし準備も簡単であるか
ら、「読み聞かせ」を実施しやすいという利点がある。また、絵のページ
には、文がついているし、それを丁寧に読んでいくという作業はあまり失
敗するということはない。そのことが「読み聞かせ」を普及させている大
きな要因であると考えられる。しかし、「読み聞かせ」活動を小学校の中
学年、高学年までが主流となっているが、それで果たして子どもたちが「一
人読み」できるようになるかという問題が生じる。このようなことを感じ
ている人はかなり多いと思われるが、実際にはどのようにしたらいいのか
という方策を述べる人がほとんどいなかったので、現状のままの「読み聞
かせ」になっているように思われる。
　今のままの絵本を主とした「読み聞かせ」活動は、確実に見直す時期に
来ていると強く提言したい。このような実態を少しでも変えていくにはど
うするかということも提示していく必要がある。本稿では二つのことをこ
こで提案する。その一つが、「絵のない本の読み聞かせ」であり、もう一
つが「聞かせ読み」という活動である。「聞かせ読み」という活動は後述
する。
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（２）「読み聞かせ」の意義とは
　では、「読み聞かせ」にはどのような意義があるのかを探っていきたい。
　まず図書館学用語辞典から、「読み聞かせ」について調べると次のように
解説してある。
「読み手が本や絵本を子どもたちに読んで聞かせること。絵本の絵を見せな
がら読んで聞かせるのが一般的であるが、物語をただ読んで聞かせることも
ある。子どもが物語に親しむきっかけを作り、読書の素地や動機付けを行う
ことが目的であるが、読み手である親や教師、図書館員が聞き手である子ど
もとコミュニケーションを図ることに意義があるとも考えられている。読み
聞かせには、生活的な読み聞かせと学習的な読み聞かせがあり、公共図書館
や家庭では通常、前者にあたる楽しみのための絵本や物語の読み聞かせが中
心である。一方、後者は、学校で授業中や休み時間を利用して行われ、長編
小説の展開の区切りを押さえたり、登場人物の関係を把握したりする作業を
行ったり、ノンフィクションの場合には正確に読むことに焦点をあてること
もあり、読解指導が加えられているという点で、一般的な読み聞かせの概念
とは相違するという特徴がある。」
　上記の「読み聞かせ」について整理すると次のようになる。
①　読み手が絵本を子どもたちに読んで聞かせること（絵本の絵を見せなが
ら）。
②　物語をただ読んで聞かせることもある。
③　子どもが読書を楽しむきっかけづくりを行う。（図書館や家庭）
④　読書の素地や動機付けを行う。（学校）
⑤　長編小説の展開を押さえたり、登場人物の関係を把握したりするための
「読み聞かせ」。
⑥　ノンフィクションのように正確に読むような「読み聞かせ」。
　ここで大きく「読み聞かせ」の概念が違うのは「楽しみ」をキーワードと
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して行うものと、学習指導として行うものがある。前者は図書館や学校で実
施され、後者は学校で行われるものである。本稿では、特に楽しみをキーワー
ドとして行う「読み聞かせ」に焦点を当てている。
　それは「楽しみ」をキーワードとして行う「読み聞かせ」が、自主的な自
由読書につながり、言語的なリテラシーの向上に資することを『読書はパ
ワー』（金の星社）で述べているからである。（p.15）
　次に大切なのは②で述べているように、「読み聞かせ」では絵のない本を
読むこともあると述べている。しかし、ここで問題なのはこの「絵のない本
の読み聞かせ」があまり実施されていない状況があることである。なぜ、そ
のような「読み聞かせ」が実施されていないかということを考えると、絵の
ない本では分量的にも多く、絵本のように５分～ 10分で終わらないものが
多いこともその理由である。つまり、このような本の「読み聞かせ」では時
間がかかるため、一回完結型ではないためであると考えられる。しかし、文
学的にもすばらしいショートストーリーもたくさん出版されているので、一
回完結型の「読み聞かせ」に向いた本もあることを提言したい。このことは
後で述べたい。
　前述の④⑤⑥は読書指導としての「読み聞かせ」である。本稿では、「楽しみ」
をキーワードとする「読み聞かせ」を推奨しているので、この部分について
はここでは触れないことにする。
　最後に、「楽しみ」をキーワードとする読書が自主的な自由読書につながっ
自由読書プログラムの
実施期間
読解力テストの成績 *（数字は研究事例の件数）
上昇した 差なし 低下した
７か月未満 5 13 3
７か月から１年 3  8 0
１年以上 8  1 0
自由読書プログラムを実施した生徒と従来の国語科指導を受けた生徒との
読解力テスト結果の比較
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ていく。その素地となるのが「読み聞かせ」であると言える。そのような「読
み聞かせ」の取り組みが、『読書はパワー』で述べている自主的な自由読書
を推進し、読書理解力、綴字力、文法力、読書表現力などの国語的なリテラ
シーの向上にもつながっていくからである。このことがもっとも大きな「読
み聞かせ」の意義と考えられる。
２　絵のある本と絵のない本との「読み聞かせ」の違いについて
（１）絵のある本の「読み聞かせ」
　ここで述べる絵のある本とは、２種類あることに留意したい。一般的に絵
のある本とは絵本であるというイメージが強いのだが、よく中身を見ると違
いがわかる。
　絵本とは、絵を見ながらページをめくっていくと、大体のあらすじが理解
できるものを指す。また絵と文が一体となっているから、文があればそれに
対する絵があるものである。
　それに対して、見た目は絵本のように見えるが、昔話絵本などにみられる
ように、おはなしの中のごく一部しか絵が紹介されていないものもある。だ
から、各ページの絵を見ていってもあらすじはよくわからない。これはおは
なしの一部分だけの絵が紹介されているから、この場合の絵は「挿絵」扱い
であると言ってもよい。絵本ではあるが、読み物的な要素が強いと言える。
だからこの場合の「読み聞かせ」では、一部分の絵を提示しながら本を読ん
でいくわけであるから、読んでいる文と絵が一致しない場合が多いのである。
だから、文章と挿絵が一致する部分だけの絵を見せていくと、内容的にもよ
く理解できるが、そこまで工夫されているような「読み聞かせ」はあまり見
られないのが実態である。このような絵本の形をしていても、挿絵扱いとなっ
ている絵本の読み聞かせ方法は、今後創意工夫していく必要があると考えら
れる。
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（２）「絵のない本の読み聞かせ」
　①　「絵のない本の読み聞かせ」とは
　「絵のない本の読み聞かせ」は、分量的にページ数が多いものは、何回
かに分けて行う必要があるから、時間的な確保も必要となり実施がむずか
しいのが課題であった。ただ、昔話や創作のおはなしでも５分から10分程
度のすばらしい読み物も出版されているので、そういうものを活用したい。
このような本については後で述べることにする。
　この「絵のない本の読み聞かせ」は、絵のある「読み聞かせ」に慣れて
いる子どもにとって、最初はなかなか入っていきにくいものと受け止めら
れているが、実際はそうではない。ストーリーテリングと同じように、絵
がなくてもおはなしを理解していくことがすぐにできるようになるのであ
る。それは、就学前の子どもでも、１か月に１回程度の「おはなし会」で
ストーリーテリングをしていると、最初はなかなか入っていけずに騒いで
いた子どもも３か月くらい経つと、ほとんどの子どもがおはなしの世界に
入っていけるようになるのである。これは私自身がボランティア活動で体
験したことである。例えば、最初の頃はストーリーテリングのおはなしに
入っていけない子どもには注意せずに、我慢しながらおはなしを続けてい
くことにした。時間が経つにつれて、おはなしに没頭できるようになって
いるかどうかを確認するには、内容的に笑いを誘う部分で、みんなと同じ
ように笑っていることからもすぐにそのことが理解できる。先にも述べた
が、とにかくおはなしに集中できない子どもがいても、続けていくことの
大切さを実感した。だいたい10分までのおはなしで、その中身をイメージ
しやすいものであれば十分実施できると考えられる。ストーリーテリング
と同様に、「絵のない本の読み聞かせ」でも同様のことが言える。
　「読み聞かせ」に慣れている子どもにとって、「絵のない本の読み聞かせ」
は最初必ず抵抗があると考えられる。だから、次のようなことに配慮して
実施すれはどうであろうか。いくつかのことを提案したい。
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　上記のことについて説明を加えたい。（※「おはなし」はストーリーテ
リングなどで用いるような物語をひらがな表記する。）
　①はあまり長いおはなしではなく、比較的ショートストーリーの方が抵
抗感がなく、スムーズに入っていきやすい。おはなしの内容は、あらかじ
め「読み聞かせ」で聞いているので、おはなしを「一人読み」することの
抵抗感が少ないこともよい点である。
　②はなかなか環境的に暗い部屋を準備するのは難しいこともあると思わ
れるが、暗い部屋でろうそくやほのかな電灯の灯りで語っていくと、不思
議とおはなしに集中できるのである。海外の例を挙げると、アイルランド
では今でもストーリーテラーの家というものがあり、そこではいつも村の
お年寄りがろうそくに灯りをともし、おはなしを語ってくれ、村の子ども
から大人までが参加できるようになっていると、聞いたことがある。こう
いう文化が残っているのも素晴らしいことだが、このように暗いところで
おはなしを語ることは、人々に神聖な気持ちを与え、おはなしの魅力に気
づいていくことにつながっていくだろう。
　私は日本の保育園・幼稚園、小学校などでも部屋を暗くして、短いおは
なしの「読み聞かせ」が実現すれば、とてもすばらしいことだと思ってい
る。そうすれば、もっと早い時期から、おはなしの世界に深く入っていく
子どもが増えていくのではないかと考えている。
　③がもっとも大切なことである。この継続的に実施するというのがなか
なか難しいことであるが、少なくても絵のある本の「読み聞かせ」と「絵
のない本の読み聞かせ」を半々くらいの割合で実施し、小学校の２、３年
①　10分くらいまでのおはなしを選んで実施すること
②　おはなしに集中できるように、部屋を暗くしておはなしを実施す
ること
③　とにかく、「絵のない本の読み聞かせ」を継続的に実施すること
④　おはなしを再度自分で読みたい子どものために、貸出できる本を
準備しておくこと
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生くらいからは「絵のない本の読み聞かせ」を中心に実施していくべきで
あると考えている。ときには絵のある本の「読み聞かせ」も交えながら。
そうすることで、絵を頼らずに、おはなしの内容をイメージする力や、活
字を読みながらおはなしの世界に入っていくことが容易になると考えられ
る。
　このように考えていくと、今までの絵本を中心にした「読み聞かせ」活
動から、絵のない本への「読み聞かせ」活動へと変えていくことで、「一
人読み」につながっていくハードルは少し低くなってくると考えられる。
　②　「絵のない本の読み聞かせ」の重要性について
　まず絵本の「読み聞かせ」では、最初に絵を見てイメージ化をし、それ
に文があるから、その情景を思い浮かべることが容易であると言える。だ
から、抵抗なくおはなしの世界に入っていけることは、すばらしいことで
ある。しかし、その絵は、画家が自分の思いでイメージ化した世界であり、
作家のイメージと違っていることもある。これは画家と作家が別々に担当
した絵本の場合であるが。例えば、宮沢賢治の同じテーマのおはなしでも
いろいろな画家が絵本として出版している。それらの絵本はいずれも素晴
らしいものであるが、やはりそれぞれの絵本によって画家の解釈によって、
少しずつ雰囲気の違うものになっていることは事実である。
　例えば、『注文の多い料理店』の絵本で出版している主なものを挙げる
と次のような作品がある。
・『版画絵本　宮沢賢治　注文の多い料理店』宮沢賢治　作、佐藤国男　
絵、子ども未来社
・『注文の多い料理店』宮澤賢治　作、小林敏也　絵、好学社
・『注文の多い料理店―童話絵本』宮沢賢治　作、本間ちひろ　イラス
ト、にっけん教育出版社
・『注文の多い料理店（宮沢賢治どうわえほん）』宮沢賢治　作、池田浩
彰　絵、講談社
・『注文の多い料理店』宮沢賢治　作、スズキコージ　絵、三起商工　など
（74）
　この宮沢賢治の作品は一般的にもっとも絵本化が難しい作品と言われて
いる。それは賢治の文章が天体、鉱物、自然、地質学などいろいろな言葉
をちりばめながら、修辞的な表現も多く、絵にすることが難しいと言われ
ている所以である。
　このようなことを考えるとき、作品を絵本にして子どもたちに読みやす
くしていることも事実だが、絵本にすることによって賢治の緻密な世界を
理解できているようで、十分に理解できていない側面があると思われる。
そこにはやはり原文で読むことで、たとえ理解が困難であっても、何度か
読みこなすうちに自分が理解する賢治ワールドが見えてくるのではないだ
ろうか。このことこそ作品を理解していく原点のように思われる。
　もちろん画家自身も賢治の世界を忠実に再現しようと絵を描いているの
であるが、それでも画家と作家が違うことで、二人の世界観は違って当た
り前である。それは先ほど紹介した同じテーマの絵本を比較してみること
で理解できる。
　このようなことを考えると、作家の作品を取り上げるときには、絵のな
い原文の作品を取り上げるか、絵本化されたものを取りあげるかの課題が
出てくる。絵本を取りあげたら、比較的子どもたちの理解も容易になり、
わかりやすいことは事実であるが、それが本当に賢治の作品紹介になるか
どうかも考えるべきことであると思われる。
　私自身の意見を述べるなら、絵で表現しにくい作家の作品は、やはり原
文で「読み聞かせ」して紹介する方がよいと考えている。読み物として紹
介されているものでも、挿絵が多く使ってあるが、この場合も挿絵のチエッ
クも必要であると思われる。
　今までは、絵の力を借りて作品理解をしていた子どもたちは、絵がない
ことで、最初はなかなかおはなしの世界に入っていきにくい状況もあるか
もしれない。しかし、絵のない本の継続的な「読み聞かせ」の実践により、
本当の意味でその作家のより深い作品理解につながっていくと思われる。
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３　「聞かせ読み」について
　「読み聞かせ」という言葉はよく耳にするが、「聞かせ読み」という言葉はあ
まり知られていない。
　この「聞かせ読み」は、学級であればすべての子どもに先生が「読み聞かせ」
する本を与えておき、先生が「読み聞かせ」を行っていくものである。聞いて
いる子どもたちは、その本の活字を目で追いかけていくだけである。ただ「読
み聞かせ」してもらって、それを聞くという行為であるが、同じ「読み聞かせ」
でも、その本を読んでもらう子どもたちにも同じ本が与えられているところに
特徴がある。この「聞かせ読み」は、特に長編の本を「読み聞かせ」する場合
に実施される。
　この方法であれば、本読みが嫌いな子どもでも活字を追いかけていくだけで
あるから、そんなにも負担にならない。
　ある教員の方から聞いた話によると、『ルドルフとイッパイアッテナ』（斉藤
洋、講談社）の「聞かせ読み」をすると、今までにまったく分厚い本を読んだ
ことがない子どもが、「聞かせ読み」をしてもらうことで、自分が読んだよう
な気持ちになり、再度自分ひとりでその本を読んだという報告があった。
　このように、「聞かせ読み」は、読書への入り口の抵抗感を和らげて、子ど
もたちを読書へと導く技法である。現在、あまり実践されている学校や図書館
は少ないが、西宮市の学校ではかなり以前からこの「聞かせ読み」が実施され
ているので注目に値する。
　「聞かせ読み」はすばらしい活動であるが、複本を準備しないといけないと
いう問題がある。クラスの人数分だけ本を用意するということはなかなか容易
ではない。だから公共図書館などにも協力してもらい、その市町が実施したい
「聞かせ読み」の複本を準備してもらうことが望ましい。
　また、どの時間に「聞かせ読み」をするかについて、学校であれば年間計画
をしっかりと立て、「聞かせ読み」の時間を確保することが望ましい。
　本稿では、「絵のない本の読み聞かせ」と、ここで述べている「聞かせ読み」
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の実践を広げていくことで、少しでも本嫌いな子どもを減らすとともに、より
本が好きな子どもを育てていく手がかりになると思われる。
４　絵のない本（ショートストーリー）の紹介について
　では、絵のない本を「読み聞かせ」するときにどのような本を選べばよいの
かということが課題となってくる。ここで紹介する絵のない本は、大体10分程
度で「読み聞かせ」できるようなショートストーリーである。
①　『チム・ラビットのぼうけん』アリソン・アトリー　作、童心社
　この本には身近なおはなしが９編収められて
いる。どれも心温まる作品が多いのが特徴であ
る。チム・ラビットは主人公のウサギのなまえ
である。例えば、おはなしの概要は次のようで
ある。
　村の草刈場の気持ちのよい家にすんでいた。
ある日、チムは「とっても大きくて、大きな音
を立てて、うなるもの。」に追いかけられ、お
母さんの所に逃げ込んだ。するとお母さんは「坊
や、それは風ですよ。」と笑い、またある日「とっ
ても大きくて、黒いもの。」に追いかけられると、お母さんは「それはヒョ
ウですよ。」と言い、「ヒョウは空気をきれいにし、ウサギの体にもいい」と
言う。お母さんはチムにいつも役に立つことを教えてくれ、そばにいると安
心できた。いたずらのチムが森や畑で繰り広げる楽しいおはなしが収録され
ている。どの話にも田園の陽の光や、草のにおいを感じることができる。
　姉妹本として『チム・ラビットのおともだち』がある。他にも、『サム・ピッ
グだいかつやく』『サム・ピッグおおそうどう』などもお薦めである。
　このようなショートストーリーを体験すると、アリソン・アトリーの少し
長めのおはなしに挑戦していくのもよいと思われる。
・『クリスマスのちいさなおくりもの』福音館書店
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・『こぎつねルーファスのぼうけん』岩波書店
・『小さな赤いめんどり』こぐま社
・『グレイ・ラビットのおはなし』（岩波少年文庫）岩波書店
・『時の旅人』（岩波少年文庫）岩波書店　など
＜アリソン・アトリーの略歴＞
　イギリスの童話作家、ファンタジー作家として有名である。1884年生まれ。
幼少期を過ごしたクロムフォード、ダービーシャーの自然を題材にして物語
を執筆しはじめ、「チム・ラビット」シリーズや「グレイ・ラビット」シリーズ、
タイムファンタジーのさきがけとなった A Traveller in Time（邦題『時の旅人』
岩波少年文庫）など、生涯で100タイトルを超える物語を残した。1976年没。
幼年文学からの読み物としてアトリーの作品は最適な本として挙げられる。
②　『魔法使いのチョコレート・ケーキ』マーガレット・マーヒー　作、福音
館書店
　この本は石井桃子さんがマーガレット・マー
ヒーの作品から10編を選び、作品集とした本で
ある。どの作品も、毎日のなかにひそみ、わた
したちが気づくのをまっているような、10編の
物語と詩からなる、ちいさな秘密のファンタ
ジー集である。表題作の、「魔法使いのチョコ
レートケーキ」には、魔法使いのやさしさやさ
みしさ、子どもたちの無邪気さのほかに、魔法
はひとつも出てこないのであるが、不思議な出
来事は起こるのである。
　この作品集もショートストーリーが多く、10分前後でおはなしできるので
手軽に利用しやすい作品である。おはなしに品があり、結末も楽しいのでお
薦めである。
　マーガレット・マーヒーの作品は、長編が多く、この『魔法使いのチョコ
レートケーキ』は短編が収めてあるので読みやすい。マーヒーの長編として
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は次の作品が有名である。
・『足音がやってくる』（岩波少年文庫）岩波書店
・『めざめれば魔女』（岩波少年文庫）岩波書店
などほかにも長編作品は多数ある。
　作家が好きになり、その作家の長編ものに読み進んでいくというケースも
見られるので、このような情報も重要である。
＜マーガレット・マーヒーの略歴＞
　1936年、ニュージーランド生まれ。図書館員として働くかたわら、絵本や
子ども向けの本を執筆し、図書館をやめてから創作に専念した。1982年に『足
音がやってくる』、1984年に『目ざめれば魔女』（共に岩波書店）で、二作連
続してカーネギー賞を受賞した。2006年には国際アンデルセン賞を受賞。そ
の後も多くの作品を書き続けたが、2012年に亡くなった
③　『おはなしのろうそく』東京子ども図書館
　『おはなしのろうそく』は、てのひらにのる
小さなおはなし集である。幼児から小学校の中・
高学年まで楽しめる日本や外国の昔話、創作、
わらべうた、指遊びなどを数編ずつ収録してい
る。東京子ども図書館の司書が実際に子どもた
ちに語った経験をもとに編集している。1973年
刊行開始以来、語りのテキストとして圧倒的な
支持を受け、現在までの総発行部数が170万部
のロングセラーとなっている。『おはなしのろ
うそく』は31の小冊子が出版されていて、図書
館、文庫、幼稚園・学校、家庭などでの読み聞かせに広く活用されている。『お
はなしのろうそく　愛蔵版』も出版されている。この本はハードカバーであ
るので、利用しやすいと思われる。
　『おはなしのろうそく』は、ストーリーテリングに活用されているのであ
るが、実際に「読み聞かせ」で活用しても十分に楽しいものである。本来は、
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ストーリーテリングができればいいのであるが、この技術はだれにでもでき
るものでなく、一つのおはなしを覚えるだけでも一か月ほどかかることがあ
ることから、だれにでもできるものではない。そういう意味では、この『お
はなしのろうそく』を「読み聞かせ」に活用することをお薦めしたい。
④　『ムギと王さま―本の小べや』（岩波少年文庫）岩波書店
　エリナ・ファージョンもかなり多くの短編集
を執筆している。その中の一冊に『麦と王さま』
がある。この本の中には、楽しいおはなしが27
編収録されている。表題作の「ムギと王さま」
の内容は、お人よしの少年ウィリーがエジプト
のラー王との不思議な問答を語ってくれるとい
うおはなしである。エジプト王の持つ財宝より
も自分の父親が丹精込めて作ったムギのほうが
金色だと信じるウィリーの純粋な気持ちと、空
想の中で語られる問答に思わず引き込まれる。
　この作品の中には、他にも夢のあるおはなしがたくさんあるので、これら
のショートストーリーもぜひ「読み聞かせ」に活用できれば素晴らしいと考
えられる。エリナ・ファージョンの短編集は、ほかにもたくさんあり、「読
み聞かせ」に活用できるものがあるからぜひ取りあげたい。
⑤　昔話・民話の「読み聞かせ」
　昔話は絵本になっているものも多いが、活字だけの本もたくさん出版され
ている。本来、昔話や民話は最初におはなしがあって、それに絵を付け加え
たものが絵本として出版されたものである。だから、絵のない昔話や民話を
そのまま「読み聞かせ」するのが本来の方法である。活字だけの「読み聞かせ」
だけでは、子どもたちが理解しにくいと読み手は思うかもしれないが、その
昔話や民話をより忠実に伝えるという意味では、絵のない本で「読み聞かせ」
を行う方が、その内容が忠実に伝えられると思われる。
　昔話の本は数多く出版されているが、あまり「読み聞かせ」で活用される
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ことは少ないようである。しかし、昔から綿々と語り継がれてきただけあっ
て、内容的にもしっかりしたものが多い。だから、そういう昔話の本の「読
み聞かせ」を実施していくべきであるが、ウエブ上で昔話を検索すると、ほ
とんどが絵本類が多いことがわかる。それだけ、昔話でも絵本として活用さ
れているものが多いことがわかる。日本や世界の昔話集が数多く出版されて
いて、「読み聞かせ」で取りあげられるおはなしがたくさん収録されている
ので注目したい。
５　「読み聞かせ」に係る人的な環境整備をどうするか
（１）図書館における読み聞かせ
　図書館では、普段から子どもたちを対象に「おはなし会」で読み聞かせが
催されている。そこでは司書や読書ボランティアが「読み聞かせ」やストー
リーテリングなどの活動を実施している。
　この図書館における「読み聞かせ」で、「絵のない本の読み聞かせ」の実
践をしていくべきではないかと考えている。やはり図書館での「読み聞かせ」
は、一般家庭のモデルにもなるから、とても重要なことであると考えられる。
図書館での「読み聞かせ」で、「絵のない本の読み聞かせ」が常態化していけば、
少しずつ家庭や学校に広がってくるように考えられる。
　また、図書館での「読み聞かせ」の研修会などで、教員や一般の方を対象
に実施する中で、「絵のない本の読み聞かせ」が重要であることを周知して
もらう必要がある。図書館はそういう意味では社会教育の一端を担っている
から、それはとても重要なことである。広報等でも「絵のない本の読み聞か
せ」の重要性を訴え続けることが効果的であると思われる。このように図書
館では、やはり司書がキーマンとなり、「絵のない本の読み聞かせ」を推進
していく原動力となるべきである。
　また、図書館の司書が「読み聞かせ」の出前の講座で、保育園、幼稚園、
小学校などに出かけるときも、「絵のない本の読み聞かせ」の実践の重要性
を示すことで少しずつ広まっていくように思われる。
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（２）学校における「読み聞かせ」
　学校における「読み聞かせ」は、教員と読書ボランティアに分けられる。
教員の「読み聞かせ」では、司書教諭や学校司書が中心となり、どのような
形で「読み聞かせ」を実施するかについて打ち合わせをしておく必要がある。
例えば、各教室における「読み聞かせ」、学校図書館における「読み聞かせ」
などである。その「読み聞かせ」の実践について指導的な立場にあるのが司
書教諭と学校司書である。その両者が、「読み聞かせ」の実践を行う際には、
「絵のある本の読み聞かせ」と、「絵のない本の読み聞かせ」を行っていくこ
とを打ち合わせし、一般教員にも指導していくことが求められる。同じよう
に、読書ボランティアに対しても、学校における「読み聞かせ」についての
指針をはっきりと伝え、全校的にも一貫した指導が実施できるようにすべき
である。
（３）家庭における読み聞かせ
　家庭での「読み聞かせ」は、なかなか徹底するのは難しい環境にある。意
識の高い家庭とそうでない家庭もあるからである。最近、「家読」（うちどく）
という家庭における読書をトーハンなどが推進し、多くの地域で実践してい
るところもある。地域によっては、学校を通じて「家読」を推進していると
ころもある。こういう制度をうまく利用すれば、学校の司書教諭や学校司書
が、各家庭における「家読」で、「絵のない本の読み聞かせ」の実践を促し
ていくことができる。
　以上、（１）～（３）まで述べたように、「絵のない本の読み聞かせ」を実践
していくには、やはりそれを指導していく「人」の存在が重要であることがわ
かる。図書館においても、学校においても「人」の存在を抜きには考えられな
い。各施設で、その「人」の人材育成をどのようにしていくかも大切なことで
あり、そういうシステムが、あまり我が国では確立していないというのが実態
である。
　2001年に「子どもの読書活動の推進に関する法律」が施行されたが、やはり
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この「人」の部分があいまいで、明記されていない。だから各学校や家庭で、
思い思いの方法で統一のない読み聞かせの実践が行われているのが実態であ
る。
　できれば各都道府県、政令指定都市などの図書館、または人口の大きな市の
図書館には、児童図書館員を置き、その児童図書館員を核として地域の全体的
な人材育成の指導が図れるシステムがもっとも理想である。
　ただ、このテーマにある「読み聞かせ」の実践は、時間がかかるかもしれな
いが、「読み聞かせ」に関する本を出版することでその運動を広げていったり、
研修会等でその方法を伝えていったりするしかないと思われる。特に、図書館
の司書、学校の司書教諭・学校司書などの読書の指導的な立場にある方を対象
とした研修ではもっと重要であると思われる。そういう意味では、これからも
自分のできる範囲で、この「絵のない本の読み聞かせ」の実践を広げていき、
そのよさを一人でも多くの方に実践してもらえるよう努力を積んでいきたい。
　現在、実践している「絵のない本の読み聞かせ」のすばらしさ、実践につい
ての方法、今後の課題等について述べることで本稿を閉じたい。
おわりに
　本稿では、主に「絵のない本の読み聞かせ」について述べてきた。このことは、
従来の「読み聞かせ」を覆すほど画期的な出来事ではないかと思われる。ほと
んどが絵のある本の「読み聞かせ」に終始していたのが、その概念を一歩抜け
出して、絵のない本でも「読み聞かせ」を盛んに実施していくという実践が増
えていくことを願っている。このことで、絵本の絵を参考に物語をイメージす
るという過程から、物語の原文だけの「読み聞かせ」から、その内容をイメー
ジしていくというように、より想像力を広げていくということに繋がっていく
と考えられる。このことで、ストーリーテリングという活動の本質にも少し近
づいていくということが言える。
　今までの「読み聞かせ」の概念を一絵本の読み聞かせを主流としたものから、
「絵のない本の読み聞かせ」に近づけていくことは、絵本から読み物への橋渡
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しとしてとても重要な取り組みである。従来からの絵本の「読み聞かせ」から、
一人読みの読書につながる橋渡しが、かなり高いハードルであったことに対し
て、絵のない本の「読み聞かせ」を活用することで、絵本から読み物への移行
が、よりスムーズに入っていきやすい傾向になるであろう。
　このような実践を数多く重ねていくことで、「読み聞かせ」の可能性を広げ
ていき、少しでも読書離れの子どもたちを読書へと導く取り組みの一助として
いきたい。
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